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1995年度INTLWG活動報告(1995/04/01-1996/03/31)

Jntl-wg邑nlc.ad.jp

本WGは、94年度までAPNICWGという名称であった。95年度に名称をIN弧WG
{王nternヨtionヨ1工i日i50nworkingGrouP国際連携作業部会}と改めた。これは
活動の対象をAPNICに限定せず、JPNICと国際的な諸組織とのりエゾンの役割を
果すためである。

WGの構成:chヨ」τ
Vice-chヨir

membeT

後蕨(滋)
平原
村井、小西、中村、岡

松方(学情センタ)、conrヨd(11J)、Mヨnsfj.eld(AIC)
Gebes(PSI}、oka2ヨkl{APNIC)
中山、丸山St3ff

n]国際会議ノ委員会ヘの参加

以下の国際会議に参加した。

(June27-30,1995)H0乃0IUIU,N日Waj.iINET,95(1)

Julyl)同上{June30APNG

同上(July〕-2)APNIC

この会議の模様は、第16回運営委員会(95年7月)1こ報告した。

meeiting(JヨnuarTy20,1996)singヨPOTeAPNIC(2)
同上(JヨnUヨry21←24)APNG

の会議の模様け、第19回運営委員会(96年1児)に報告した。

(3)1SOC-CIXの合同WOTkshop(Febr口ary2'1996)washlngtonDC

の会議の模様は、第20回運営委員会(96年3月)に報告した。

[2]ニュースレターおよび広報

「2.3APNIC報告」JPNICニュースレターNO.5{1996.3},PP.4-5.

・岡、後縢「JPNICレポート15第〕回APNICMeeting参加報告」
UNlxmヨ9ヨZJ.ne(アスキー),1995.4.PP.138-100.

後鷹、岡、okヨ2ヨki「アジア太平洋地域におけるインターネットの発展」
インターネットマガジン(インプレス),1995.12PP.308-310.

岡「APNIC{Asi.pac」ficNetworkln「or勲atjoncenter)」
インターネット白書,96(インプレス),PP.60-61.

講演:平原、岡、MOC011叩「ネットワークィンフォメーションセンター{NIC)」
Netw0冨ld→lnteTOP95Toky0コンファレンスセツシヨン,1995.フ.20.

B]次年度ヘの課題

(1)JPNICドキュメント(英文)の必要性

アジア太平洋地域の各国においてもNIC、あろいはProto-N工Cというべき
活動が盛んになってきた。それを反映するようにJPNICヘの各種の質問、
英文ドキュメントの要望が高まっている。JPNICの経験を各国に活かして
もらえるように、従来にも増して英語による記述を充実する必要がある。

(2)wholSの分散化

APNICでは、一旦τWho』.S(分散型データベース)を試行したが、その当時
にソフトウェアの品質に問題があり、実用の域に達しなかった。しかし、
APNICのデータペースを現行の集中型のWholSのままで維持するのは次第
に困難になると恕、われる。APNICとのトランザクシヨンの頻度の多いJPNIC
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U、*先1.,てこの技術的な創訣↓こ恊力,べきである。
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